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 2025年 10 月２日 

 

各  位 

 

（経過開示）ミームトークンシステム「CANON Attack」 

正式版の提供開始日決定に関するお知らせ 

 

当社は、2025年４月 30日付「（経過開示）Meme Factory プロジェクト、BaaS 支援第 

2 弾「CANON Attack」 ミームトークンシステムの開発を受託」および、2025年８月 26日

付「（経過開示）ミームトークンシステム「CANON Attack」テスト版完成」にて既報のと

おり、ミームトークンシステム「CANON Attack（キャノンアタック）」の正式版につい

て、2025年 10月 16日より提供を開始する運びとなりましたので、お知らせいたします。 

 

1. CANON Attack 正式版の主な機能・特徴 

DAO主導の“空売り狙い撃ち”ミームトークンシステム 

①銘柄抽出モジュール 

✓ 空売り残高の高い上場銘柄に関する情報を、外部の金融データ提供サー

ビスから取得 

✓ 独自の「ショートスクイーズスコア」を算出し、対象候補を可視化 

②DAO による照準決定プロセス 

✓ トークン保有量に応じた投票権を通じ、コミュニティが照準銘柄を決定 

✓ 投票〜実行までのプロセスをスマートコントラクトで完結 

③買い圧力誘発メカニズム 

✓ DAO決定に基づき、機関投資家や市場プレイヤーに情報提供・資金誘導 

✓ ミーム的話題性と資金流動性を組み合わせた戦略的圧力を創出 

④Canonトークン（ERC20）仕様 

✓ 総発行枚数：777,777,777枚（バーナブル対応） 

✓ DAOガバナンス／報酬支払い用ユーティリティトークン 

✓ 今後、JPYCによる購入を正式実装予定 

⑤ユーモア × 実効性の両立 

✓ GYAN BLUE（$NYAN）や WOWOOBIT（WWB）などの Web3ミームプロジェクト

https://www.gfa.co.jp/gfa_wp/wp-content/uploads/2025/04/%EF%BC%88%E7%B5%8C%E9%81%8E%E9%96%8B%E7%A4%BA%EF%BC%89Meme-Factory%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E3%80%81BaaS%E6%94%AF%E6%8F%B4%E7%AC%AC2%E5%BC%BE%E3%80%8CCANON-Attack%E3%80%8D%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%81%AE%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%92%E5%8F%97%E8%A8%97.pdf
https://www.gfa.co.jp/gfa_wp/wp-content/uploads/2025/04/%EF%BC%88%E7%B5%8C%E9%81%8E%E9%96%8B%E7%A4%BA%EF%BC%89Meme-Factory%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E3%80%81BaaS%E6%94%AF%E6%8F%B4%E7%AC%AC2%E5%BC%BE%E3%80%8CCANON-Attack%E3%80%8D%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%81%AE%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%92%E5%8F%97%E8%A8%97.pdf
https://www.gfa.co.jp/gfa_wp/wp-content/uploads/2025/08/%EF%BC%88%E7%B5%8C%E9%81%8E%E9%96%8B%E7%A4%BA%EF%BC%89%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%80%8CCANON-Attack%E3%80%8D%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%E7%89%88%E5%AE%8C%E6%88%90.pdf


2 

 

との連携を想定 

✓ 形式だけでなく市場インパクトを重視した“攻撃型ミームトークン”と

しての設計 
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2. 今後の展開と戦略 

本システムは単体プロダクトとしてだけでなく、当社が支援・保有する複数の Web3プ

ロジェクト群との統合を通じたエコシステム化を志向しております。 

①GYAN BLUE（$NYAN）との連携 

✓ サブトークンとしての統合による投票機能の強化 

✓ コミュニティ拡張・流動性ブーストによるミーム経済圏拡大 

②WOWOOBIT（WWB）および WOWOOアプリとの連携 

✓ 保有者向けガバナンス優遇設計 

✓ UI統合による UX改善とモバイル対応 DAO 投票の実現 

✓ 拡散／投票参加に応じた報酬設計によるユーザー参加型経済圏の構築 

③戦略的旗艦構想「Project GJ」との連携 

✓ 空売りスコア・DAO投票結果を Project GJの評価基準データとして活用 

✓ 資本市場の偏重構造に対する「透明な警鐘」としての機能 

✓ 新しい“金融評価指標”の開発支援 

 

3. 提供形態・利用方法 

⚫ 提供形態：BaaS型（Webアプリケーション） 

⚫ 対応デバイス：PC / スマートフォン対応 

⚫ 対応言語：日本語・英語（順次拡大予定） 

⚫ サービス開始日：2025年 10月 16日 

⚫ URL：サービス開始日に公開 

 

 

 

なお、本件が当社連結業績に与える影響は軽微です。 

 

※本リリースは情報開示を目的としており、暗号資産の購入や売却を勧誘するものではあ

りません。 

※記載された時点での情報に基づいており、今後の運営方針や仕様は変更となる可能性が

あります。 
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◼ abc 株式会社について https://www.gfa.co.jp/ 

 abc は「多様性を通貨にする」を掲げます。私たちのアイデンティティであり、北極星

であるこの言葉は、未来社会への約束です。私たちはこの言葉を、経営、事業、クリエイ

ティブの判断軸とすることで、Web3 技術を核とした通貨の専門集団として、従来の金融シ

ステムの枠組みに捉われない「善いことをした人が得をする世界」を目指します。 

  

abcのグループ企業ネットワークにも「Tokenizing by abc」をブランド表記として加え、

各事業と一体で示すことで、統一的なブランドマネジメントを通じて、グループ全体とし

て多様性を通貨にし、新しい価値交換システムを提供していきます。 

 

所在地：東京都港区赤坂四丁目 9番 17号 赤坂第一ビル 11階 

代表者：代表取締役 松田 元 

事業内容：企業・ファンド等への投資、投資先支援、不動産関連事業、暗号資産関連事業 

 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

abc株式会社 経営企画部 

pr@abc-chain.com 

 

以上 

https://www.gfa.co.jp/
mailto:pr@abc-chain.com

